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「リサイクルはどこまで行えばよいのか。ごみ処理方法はどのように選択すべきなのか。最終的にどのような

姿を目指すべきなのか 」これらは廃棄物に携わる多くの人が抱いている疑問であろう。本書を翻訳したのは，。

これらの疑問に対して明確な方向性を与えていると考えたからである。本書の特徴をまとめるならば，以下のよ

うになる。

循環型社会の原則として ( )の階層構造が“絶1. 廃棄物処理の総合的アプローチ 3R Reduce, Reuse, Recycle
対的”であるかのように考えられがちである。しかし本書は「総合的アプローチ( )」が重要であholistic approach
る，との視点に立っている。すなわち，すべてのごみを対象とし，可能なすべてのオプションを考慮した柔軟性

， 。 ， （ ）をもち 対象地域に最適なシステムをみいだすことである これによって得られるのが 総合的廃棄物処理 IWM
である。

本書の が目標とするのは「持続可能性( )」であり，環境効率性，2. 持続可能性の概念 IWM sustainability
適正コスト，社会的受容性の つの評価軸によってその良さを判断する。すべての評価軸において最適なシステ3
ムは存在しないが，適正なバランスが要求される。ライフサイクルアセスメント( )は，廃棄物ライフサイクLCA
ル全体の環境効率性を評価するための手法である。

優れた事例から学ぶことは多いが，本書第 章では，総合的アプローチの具体的な事例が3. 豊富な事例 3
多く紹介されている。ヨーロッパが中心であるが途上国，米国の例も示されており， を実現するための原IWM
理と，各事例でそのうち何が重視されているかがまとめられている。また第 章では，自治体における の5 LCA
事例が紹介されている。

， ， 。4. 都市ごみ処理技術の紹介 第 ～ 章は 焼却 埋立てなどの を構成する要素が説明されている6 12 IWM
最新の動向，データも紹介されており，廃棄物処理全体の入門書としても優れている。またごみ発生量統計の問

題（ 章 ，さまざまな収集方法の比較（ 章 ，欧米における埋立管理の考え方の変遷（ 章）などは，他の書6 9 11） ）

にはあまり書かれていない内容である。

訳者は特に の方に読んでいただきたいと考えている。 の考え方とその事例一般廃棄物処理の行政担当者 IWM
は，大いに参考になるし，ライフサイクルアセスメントの考え方も，意思決定の具体的評価軸として役にたつ。

にも読んでほしい。廃棄物は対象（廃棄物，技術）の多さのため，視点が細分化されがちであ廃棄物を学ぶ学生

り，それぞれの対象が全体にどういう影響・効果をもつのかを考えることは少ない。本書の全体的アプローチの

概念は，個々の研究が廃棄物処理においてどのような意味を持つか認識させてくれる。同じ理由で，廃棄物処理

に関連した仕事をされている にも読んでいただきたい。専門家となるほど廃棄メーカー，コンサルタントの方々

物処理の「部分」を対象とすることが多いからである。また本書には技術的記述は少ないため，廃棄物に関心の

ある にとっても読みやすいと思われる。廃棄物に限らず環境問題をどのように捉えればよいのか，そし市民の方

て廃棄物処理とはどんなものなのかの，入門書になる。

本書のメインテーマである「総合的アプローチによる持続可能な廃棄物処理」が現実となることを願う。

(「訳者まえがき」より抜粋)
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